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利
益
が
あ
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

弁
護
士
帯
同
と
は
、
指
導

に
あ
た
っ
て
弁
護
士
が
先
生

方
に
同
行
し
、
指
導
の
間

（
講
評
も
含
む
）
同
席
し
経

緯
を
見
守
る
こ
と
で
す
。
指

導
に
際
し
事
務
官
や
技
官
か

ら
の
質
問
に
直
接
応
答
す
る

の
は
先
生
（
あ
る
い
は
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
担
当
者
）
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
弁
護
士

Ｑ
：
近
畿
厚
生
局
か
ら
個
別

指
導
通
知
が
来
ま
し
た
。
弁

護
士
帯
同
を
お
願
い
し
た
い

の
で
す
が
不
利
益
と
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
弁
護
士

帯
同
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
不

利
益
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
し
、
実
際
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
歯
科
、
そ
し
て
医

科
の
保
険
医
協
会
と
協
同
し

て
２
０
０
３
年
か
ら
弁
護
士

帯
同
業
務
を
担
当
し
て
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
19
年

末
ま
で
の
16
年
間
に
延
べ
回

数
で
１
５
０
件
を
超
え
る
個

別
指
導
の
弁
護
士
帯
同
を
経

験
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
一
回
も
、
私
が
帯

同
し
た
こ
と
で
先
生
方
に
不

が
先
生
方
の
代
理
人
と
し
て

返
答
・
対
応
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
弁
護
士
と
し
て

は
質
問
の
方
法
や
質
疑
応
答

の
推
移
を
見
て
、
高
圧
歴
・

誘
導
的
な
形
に
な
っ
て
い
な

い
か
ど
う
か
、
指
導
す
る
側

が
き
ち
ん
と
先
生
の
言
い
分

に
耳
を
傾
け
て
い
る
か
。
等

を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。
弁
護
士
と
し
て
問
題
だ

と
思
う
点
が
あ
れ
ば
指
導
中

積
極
的
に
指
摘
す
る
こ
と
も

厭
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
私
達
帯

同
弁
護
士
は
、
個
別
指
導

が
、
保
険
医
療
の
在
り
方
に

関
す
る
懇
切
・
丁
寧
な
説
明

の
場
に
な
る
よ
う
に
鋭
意
努

力
し
て
い
ま
す
。
弁
護
士
帯

同
の
最
大
の
意
義
は
こ
の
点

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
協
会

で
は
、
先
生
方
か
ら
の
帯
同

要
請
に
対
応
で
き
る
よ
う
複

数
体
制
で
の
帯
同
弁
護
士
団

を
擁
し
て
お
り
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
個
別
指
導
の

通
知
が
来
た
ら
必
ず
保
険
医

協
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

（
弁
護
士
・
西
晃
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第24回 個別指導の弁護士帯同の意義は？
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講
和
望
ん
だ
人
々
の
悲
哀

　

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵

略
（
文
禄
の
役
）
は
、
明

（
中
国
）
の
朝
鮮
へ
の
加
勢

に
よ
り
膠
着
状
態
と
な
り
、

や
が
て
講
和
の
気
運
が
高
ま

っ
た
。
文
禄
４
年
（
１
５
９

５
）
、
来
日
し
た
明
の
使
者

が
携
え
た
皇
帝
の
書
状
と
贈

物
に
秀
吉
は
気
を
良
く
し
た

が
、
書
状
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
と
そ
れ
が
「
爾

な
ん
じ

を
日
本
国

王
に
封
ず
」
、
つ
ま
り
秀
吉

を
明
の
臣
下
と
し
て
扱
う
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
に
彼
は
激

怒
し
、
書
状
を
破
り
捨
て
た

│
│
。

　

江
戸
時
代
の
学
者
・
頼
山

の
名
が
あ
る
。
明
の
規
定
に

則
っ
て
作
ら
れ
た
優
美
な
品

で
あ
り
、
人
が
破
っ
た
痕
跡

は
み
え
な
い
。

　

な
ぜ
講
和
は
決
裂
し
た
の

か
。
実
際
は
朝
鮮
半
島
か
ら

の
日
本
軍
撤
兵
な
ど
、
明
・

朝
鮮
側
が
要
求
す
る
条
件
を

日
本
側
が
呑
ま
な
か
っ
た
た

め
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
冊
封

文
自
体
、
日
明
間
の
交
渉
担

当
が
「
秀
吉
は
冊
封
を
望
ん

で
い
る
」
と
明
側
に
偽
り
の

報
告
を
し
た
た
め
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
講
和
成

立
を
急
ぐ
あ
ま
り
の
、
苦
心

の
策
で
あ
っ
た
。

　

歴
史
資
料
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、
美
術
工
芸
と
し
て
も

価
値
が
高
い
本
資
料
を
見
る

と
き
、
16
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

を
襲
っ
た
国
際
的
危
機
と
、

戦
争
終
結
を
目
指
し
奔
走
し

た
人
々
の
悲
哀
を
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

（
谷
口
正
樹
・
大
阪
歴
史
博

物
館
）

歯
科
医
院
貸
与

【
住
所
】
奈
良
県
生
駒
郡
三

郷
町
三
室
１
‐
14
‐
８
【
最

寄
駅
】
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
徒
歩
15

分
、
ま
た
は
王
寺
駅
か
ら
バ

ス
笠
町
下
車
す
ぐ
【
設
備
】

チ
ェ
ア
４
台
、
デ
ジ
タ
ル
デ

ン
タ
ル
・
パ
ノ
ラ
マ
、
口
腔

外
バ
キ
ュ
ー
ム
２
台
【
面

積
】
43
坪
【
金
額
】
応
相
談

【
そ
の
他
】
院
長
体
調
不
良

の
た
め
休
院
。
閉
院
予
定
。

【
連
絡
先
】bora0800@

yahoo.co.jp

譲
り
ま
す

【
機
材
名
】
①
ｌ
ｍ
ａ
ｘ
プ

レ
ス
炉
、
真
空
ポ
ン
プ
、
ｌ

ｍ
ａ
ｘ
イ
ン
ゴ
ッ
ト
（
１
５

９
個
）
、
ス
テ
イ
ン
37
個
：

35
万
円
②
ポ
ー
セ
レ
ン
フ
ァ

ー
ネ
ス
、
真
空
ポ
ン
プ
、
ポ

ー
セ
レ
ン
パ
ウ
ダ
ー
（
３
６

５
個
）
、

そ
の
他
器
具
一

式
：
35
万
円
③
遠
心
鋳
造

器
、
ワ
ッ
ク
ス
焼
成
器
、
ガ

ス
バ
ー
ナ
ー
、
酸
素
調
整

器
、
リ
ン
グ
、
る
つ
ぼ
：
４

万
円
【
そ
の
他
】
直
接
取
り

に
来
ら
れ
る
方
に
お
譲
り
し

ま
す
。【
連
絡
先
】
協
会
新

聞
部

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
講

習
会
「
Ｃ
Ｔ
時
代
の
臨
床
根

管
解
剖
―
三
次
元
で
捉
え
る

解
剖
学
的
情
報
と
病
態
」

【
日
時
】
３
月
13
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

【
会
場
】

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

【
講
師
】
木
ノ
本
喜
史
氏

（
吹
田
市
開
業
・
大
阪
大
学

歯
学
部
臨
床
教
授
）【
会

費
】
会
員
・

ス
タ
ッ
フ
無

料
、
会
員
院
所
未
入
会
勤
務

医
１
万
円
【
定
員
】
60
人

の
実
物
が
現
存
し
て
い
る
。

伝
承
に
よ
れ
ば
、
書
状
の
内

容
に
怒
っ
た
秀
吉
に
よ
っ
て

投
げ
捨
て
ら
れ
た
が
、
彼
に

仕
え
て
い
た
武
将
堀
尾
吉
晴

が
譲
り
受
け
た
と
い
う
。
堀

尾
家
断
絶
後
は
親
戚
の
石
川

家
に
伝
わ
り
、
現
在
は
大
阪

歴
史
博
物
館
の
所
蔵
で
あ
る
。

五
行
思
想
の
色
合
い

　

本
資
料
は
巻
子
（
巻
物
）

仕
立
て
で
、
青
・
赤
・
黄
・

白
・
黒
の
五
行
思
想
に
基
づ

く
色
に
織
り
分
け
ら
れ
、
雲

と
鶴
の
模
様
を
あ
し
ら
っ
た

綾
織
物
＝
「
綾
本
」
で
、
そ

こ
に
整
っ
た
文
字
で
「
豊
臣

平
秀
吉
」
を
「
日
本
国
王
」

に
任
命
＝
「
冊
封
」
す
る
旨

が
書
か
れ
て
い
る
。
文
末
に

は
「
万ば

ん

暦れ
き

二
十
三
年
」
と
明

の
年
号
が
記
さ
れ
、
裏
面
に

は
巻
子
を
織
り
上
げ
た
職
人

大　阪

国宝・重要文化財⑤

綾綾
りょうりょう

本本
ほ んほ ん

墨墨
ぼ くぼ く

書書
し ょし ょ

明明
み んみ ん

王王
お うお う

贈贈
ぞ うぞ う

豊豊
ほ うほ う

太太
た いた い

閤閤
こ うこ う

冊冊
さ くさ く

封封
ほ うほ う

文文
ぶ んぶ ん

（重要文化財）（重要文化財）

秀
吉
が
破
っ
た
書
状

縦31.3㎝、横501.2㎝
大阪歴史博物館所蔵

陽
の
『
日
本
外
史
』
に
書
か

れ
た
有
名
な
逸
話
で
あ
る
。

日
明
間
の
講
和
交
渉
が
難
航

・
決
裂
し
た
こ
と
は
事
実
だ

が
、
秀
吉
が
書
状
を
破
っ
た

く
だ
り
は
創
作
で
あ
り
、
そ

行
事
案
内

21・22年度　第11回　理事会報告　2022年２月12日
【報告事項】
・ 新型コロナウイルスの対応では、締め切り（１月31日）を間近に厚労
省の新型コロナ感染拡大防止支援金（８万円）の相談が相次いでい
る。申請書の送付依頼や対象項目の問い合わせ、申請補助まで経税
部、各地区担当事務局で数百件の個別相談に応じた。
・ 組織部から「医療従事者が濃厚接触者となった場合の対応」につい
て、２月４日付でファクスニュースを送付した。
・ ２月９日に大阪府歯科技工士会と懇談した。コロナ禍の歯科技工と歯
科医療をめぐる現状と課題について、意見交流した。
【検討事項】
・ 新型コロナ対策や口腔保健事業の拡充などで２月18日に大阪市と交渉
する。
・ 歯科医療機関の従事者や患者に陽性者が発生し、日常診療に影響が出
始めているため、アンケートの実施を検討する。

　

カ
ジ
ノ
を
核
と
す
る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

（
Ｉ
Ｒ
）
を
巡
り
、
大
阪
市
は
昨
年
12

月
、
夢
洲
（
ゆ
め
し
ま
）
の
土
壌
汚
染
対

策
な
ど
の
土
地
改
良
費
７
９
０
億
円
の
負

担
を
決
め
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
府
民

・
市
民
を
後
回
し
に
し
、
巨
額
の
税
金
を

投
入
し
て
カ
ジ
ノ
誘
致
に
突
き
進
む
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。

　

土
地
改
良
費
な
ど
夢
洲
整
備
に
関
す
る

経
費
の
増
加
分
は
、
こ
の
１
年
前
の
想
定

か
ら
倍
増
の
１
９
２
９
億
円
と
な
り
、
公

金
負
担
は
増
大
の
一
途
で
あ
る
。
Ｉ
Ｒ
は

当
初
「
税
金
が
１
円
も
か
か
ら
な
い
観
光

振
興
策
」
と
さ
れ
、
松
井
大
阪
市
長
も

「
カ
ジ
ノ
に
税
金
は
使
わ
な
い
」
と
強
調

し
て
お
り
、
過
去
の
発
言
に
そ
む
く
も
の

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
カ
ジ
ノ
誘
致
を
計
画

し
な
け
れ
ば
、
夢
洲
へ
の
地
下
鉄
の
延
伸

も
、
橋
の
拡
幅
も
、
土
壌
改
良
も
全
て
必

要
の
な
い
事
業
だ
。
無
駄
に
無
駄
を
重
ね

る
巨
額
の
財
政
負
担
は
、
後
世
へ
の
ツ
ケ

回
し
に
他
な
ら
な
い
。

　

カ
ジ
ノ
誘
致
の
実
態
は
、
こ
れ
ま
で
失

敗
を
繰
り
返
し
て
き
た
大
型
公
共
事
業
の

焼
き
直
し
で
あ
る
。
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア

開
発
は
１
９
５
８
年
に
埋
め
立
て
造
成
工

事
が
始
ま
っ
て
以
来
、「
テ
ク
ノ
ポ
ー
ト

大
阪
」
構
想
や
「
２
０
０
８
年
五
輪
誘

致
」
な
ど
、
大
規
模
開
発
あ
り
き
の
「
成

長
戦
略
」
は
破
綻
を
重
ね
、
深
刻
な
財
政

悪
化
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
過
去
を
顧
み

る
こ
と
な
く
、
吉
村
大
阪
府
知
事
と
松
井

市
長
は
大
規
模
開
発
を
推
進
。
２
月
府
議

会
・
市
議
会
で
カ
ジ
ノ
を
誘
致
す
る
「
区

域
整
備
計
画
案
」
を
議
決
の
後
、
国
に
提

出
す
る
と
し
て
い
る
。

　

大
阪
で
は
全
国
最
悪
レ
ベ
ル
の
重
症
者

数
・
死
者
数
と
な
り
、
救
え
る
は
ず
の
命

が
救
え
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
府
市

は
カ
ジ
ノ
誘
致
を
撤
回
し
、
目
の
前
の
住

民
の
命
を
守
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
る
べ

き
だ
。
夢
洲
整
備
へ
の
税
金
投
入
に
反
対

す
る
と
と
も
に
、
カ
ジ
ノ
誘
致
そ
の
も
の

を
撤
回
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

春夏秋冬

夢
洲
整
備
へ
の
税
金
投
入

カ
ジ
ノ
誘
致
は
撤
回
し
か
な
い


